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2 験客目的

森林存書虫哄の生物的防除の一我として食虫性鳥類の誘致烟即をはかるため・造林地網おけ 

る寳林施業と洒口した環境造成の試駿研究を行なうことを目的としている。

3 昭"2年度の経過とえられた給果

1•経 iQ .
切年度は泪充日敛不足のため,林相・る仙〇相関調盜.蒙確愈倒否.標滅獄験等が无分 

かできなかったが•4 2年度に灣林局第の協力で,より精密な誚査を行なうことができた。 

4月I 6から12月2 3日までの閭に15回.汤5 5日版地諛査を行なし、,符に5月から8 

月までの弊孙別虻は集中的«關查を行なった.

孝惟項目は前年とほ摩H梯であるが.本年度は計2 2 〇回の「間相センサス」•延4 0臼の 

井:隸試験.每諛瓷時の巣箱利压状況的世•その伸を行なって.偷年からの人工林施累•林分 

の年次成長.誘致施强などに作なう’岛相の劣化,砰柳季節変勳•及ぴ「なわぱり』や日週 

活動,第礙動などの舞殉別供生舗を謨逐し,更に密痘調査方法の碰討も行な令た。

4月16日の哉1回•・辭M览来3 0箱であった巣箱を更に5 〇箱帽殺し合的8 0箝とし 

た。

2.結果

1)缺舞便内の息相及び林相の部査

今年度の期査によって,出現鳥種.阳休数とも田季節別に詳しく｝国めたが•総出現け 

肘は8 7柄に及ひ.そのうち2 4後151ffiのむ亦｛を極彪!した。なかでも丁オジは5 7 

笛・ウグイスとアカハラかそれぞれ2 4番であって.この"虫で安丹潘の退^数K姓し 

たう

林相作ついてば.担当区のあ案計測と照らして.実跪の林地の僧況の変化を典ふ,各 

小林班的て前年度からのむ・相の変動を比戒挨討してい6

2 ) 試褪内の各統岛類の標•哉跋潦

あ年度の裸"所は4ヶ所であったか.4 2年窿は同様な環境に対照必を・祈股し.標 

識加所を5ヶ所増設:した〇これによって棲息・心の”.为の変吊・称リ .行ら囹などが初め 

た。

-» /年度は延4 〇日間の標龈縛査Kよって! 8 f<it1〇 5 7羽を放為し.そのうち4 54 

羽が2废以上再捕樓され.さらに押放ほされた。

い 疏耽湧内の各珈3むの野础泅諏査

4 2年既は忒細内【号對殖する.明"訟讃別用のの色足符をつけ.盛休別に詳しく・ 

演行動を館べた。それによって.林相と関渾した盅f切分敬,行街の大きさ.迎活 

み・南リ活助なと.が摑均た。更y言殖Jリ仅は.158 8巣を础坎し.叫3の行動,営 

巣梶避.皆巣咬党などを％在し,前年度の貢料と牌合碰討している。 ,

•〔)巣箱による捞欢龄!

41年度はha当り12傾の割合で計3 0間の梁箝を架設したが‘4 2年度はha当 

り12關の辰の他にha当り16町,hu当り2 0脸の区域を新設し,又こitらの快泌 

と現境が同一の佟域にhd当り12個の対照自を股け.結局計5 〇箱均J般した。

4月中旬の彈?£において.前年照榮;夜の巣箱で越:冬に利用したとオえられるものが2 2 
福・すで某材の播入を始めたものがz俗あ。た。

その後典材の敞入を始めたものは.5 〇唾みられたが何らかの玲因ばよって営某中止・ 

放桀するものが多かった。5月以降の并表時每にヤマネ.ヒメネズミによる営％妨答が 

1〜数例ずつ微期され,今年度の燃箱携致試赣はこのため头しく妨害されア。

5)給水施殴の和用状況雄強

41年は祁在人用の不足のため烈秀が行な史なかったので,4 2年痩は标力人且のを 

分を琳じ• 6〜8月の期【せ佗おいて,延べ3 8時梃の弱究を行ない.17抑2 2 9羽が 

水浴もしくは飮用に泪,用する状況を陋函した。

6 )近必天然湧水地と府:験区との相互即係禅度

太年度は試賊は内の給水施設の利用状況加査を行なったためと,弭査日の気象的郷:害 

などのため,一更松地［?1回(放烏12和｛ 21羽.回収4羽),太郎坊地ス 5回(放鸟 

12極6 8冽,回収3 2羽)1の60査を行なっただけて・ある。

1)試苗? メ外椅減放向試敏

試抵｛屈と風辺区城との相互明保を訣戒するために,4 2年咬においては.試験区外で 

釦殖する8性.7 4羽にも標"代けた。

8 ) 「センサス」方法の調査
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合密2 2 0回の「センサス」出丑:こおいて.一定紆路を歩く進行逸度や歩泊からの』漆西 

囲等を迎宜変換し・又各「センサス」荘査缶の季密・時忧・天羨・迎卽者の係人差などの話 

住祟をは!んで,「センサス」段査と芝れらの妾因とのけ律牲を究明している。

4 电知43年度の依会計画

諏査は前年度に引き続き・上記が1項から矯8項までを屈則として网一条件て鳏絞ボ宜し・

旋料の若秋セ計る。

節査日成•制査時期・も肪年とほぼ同枉に行なう予定である。'

その他•存:株痛まと坤和した畛で.自生する食傳棟物の斉成方法.及び«箱に被害を与える 

晳就の林内您おける生理餘も諏布する・予定である。

以 J:

12 ポット鉢付苗造林

1試波拒当者

造林觎林第1斤舟究室:土井恭次

北海道支那造林研究室:林 敬太(眼和4 3年度より担当)

2 粉・目的

造林非英Kおける労心力の季前的短りを平均fヒすることい労蚀カ確保<n点から幼・峙な出版で 

ある。従来は下刈りよ榮(5点があ〇たが,•菜削剥用や檢械化のため問如珞泊され•逆に柏• 

付作系;:沽吨が移汀したようで糸る。この解決方法の一つとして.柩•代時卧の挞大をはかるこ 

とか考えられる。ここでいう.ホリ卜は付苗は.・付にょ〇て活寿を容.W,にし・植乍侷ゆの挞 

大をは刀・ろうとするものである。

3 & M4 2年なの経・とえられた終果

(1)ポットには泥炭を主原村とす.i〇ビートボノトの他:て.紙.プラスチノクブコッフ・・スホ 

ンジ如など疝!々考えられる。ビートボット•紙/筒は従来i〇、ら利巾されているか•吸涙す 

るとくずれ甥くなるので,电扱上不便である。このため,ブラスチ:,クのコ・,ブを応用し 

てみた<,

⑵ そのための問題は.根の伸艮を妨げないためのスリット.小孔のあけ方•土中でほ・協

收消失することがないブラスヂノクが•根の生長セ妨書するB否かが第…であり・罔和d 

1年はこの点を主体に実賤した。その結果.スリットより小孔がよく,また土中でもコ7 

プ上Mが應質破碎され羽くなり.根系の発理に支皺がないと老えられる。

(3)つぎ亿な苗法であるが,1コブブ当り豚押粒数の詡普と,灌木法が曲矿である。無発芽 

コブブを炽くするためには・4〜5大の褓苗成立コッブが多くなり•結局問引の手間 

を必舛とする。儲水:・必須であり・自师水器を活用する必かかある。ブラスチ,クボ 

ットは•土中に俚込み使用て個る利点があるので,水分调偷はピートボソトより象て.ある

M適林法では,地份>下刈をfさせたI年妄苗雄林のたE除臬と下草の步なg林 

地では夏季の乾晰止会が肃耍であ&またJ蜘川具の的発.作的の野成•柚は頒の 

俗立も间也の一つである。

4 电和43年度の試あ卧画

湿林磚の共同試・様として次の項目技施し・苗木の成長.とくに槌系顎の状況をチェソ 

クして作業方式を横时す<• 〇


